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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月24日(2018.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　本発明をその例示的な実施形態を参照して詳細に説明してきたが、添付の請求の範囲に
包含される本発明の範囲を逸脱することなく、様々な形および詳細の変更がなされ得るこ
とが当業者によって理解されるであろう。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
［態様１］
　ユーザによって装着されたウェラブル装置からサービング装置に対してインターフェー
スをとる方法であって、
　前記サービング装置と前記ウェラブル装置との間に可逆無線データリンクを確立するこ
とと、
　前記ウェラブル装置によって、前記ウェラブル装置の１つ以上のマイクからオーディオ
データを収集することと、
　前記ウェラブル装置によって、前記収集されたオーディオデータを、前記可逆無線デー
タリンクを介して前記サービング装置へ送ることと、
を含む方法。
［態様２］
　態様１に記載の方法において、
　前記ウェラブル装置はヘッドセット装置である、
方法。
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［態様３］
　態様１に記載の方法において、
　前記ウェラブル装置は腕時計型装置である、
方法。
［態様４］
　態様１に記載の方法において、
　前記サービング装置によって、前記オーディオデータに関連付けて音声認識サービスを
提供することを更に含む、
方法。
［態様５］
　態様４に記載の方法において、
　前記音声認識サービスは広帯域音声処理と（ｉｉｉ）低歪み音声圧縮とを含む、
方法。
［態様６］
　態様１に記載の方法において、
　前記ウェラブル装置によって、前記収集されたオーディオデータの音声圧縮を提供する
ことを更に含む、
方法。
［態様７］
　態様１に記載の方法において、
　前記サービング装置は、携帯電話、スマートフォン、タブレットデバイス、ラップトッ
プコンピュータ、ノートブックコンピュータ、デスクトップコンピュータ、ネットワーク
サーバ、ウェラブルモバイル通信装置、ウェラブルモバイルコンピュータ、およびクラウ
ドベースコンピューティングエンティティのうちの１つ以上である、
方法。
［態様８］
　態様１に記載の方法において、
　前記ウェラブル装置によって、前記収集されたオーディオデータに関連付けてノイズキ
ャンセルサービスを提供することを更に含む、
方法。
［態様９］
　態様１に記載の方法において、
　前記ウェラブル装置から前記サービング装置へ情報を送り、前記サービング装置におい
て、前記可逆無線データリンクをサポートするのに必要な１つ以上の構成要素を確立する
ことを更に含む、
方法。
［態様１０］
　態様１に記載の方法において、
　前記可逆無線データリンクをサポートするのに必要な前記１つ以上の構成要素は、（ｉ
）カスタムＷＩＦＩ接続およびカスタムブルートゥース・プロファイルのうちの１つ以上
と、（ｉｉ）ドライバと、（ｉｉｉ）圧縮／解凍コードと、を含む、
方法。
［態様１１］
　態様１に記載の方法において、
　前記可逆無線データリンクは、カスタムブルートゥース・プロファイルで動作するブル
ートゥースリンクである、
方法。
［態様１２］
　サービング装置とウェラブル装置との間に可逆無線データリンクを確立する方法であっ
て、
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　前記ウェラブル装置によって、前記ウェラブル装置と前記サービング装置との間に第１
のプロトコルの無線リンクを確立することと、
　前記ウェラブル装置によって、かつ前記第１のプロトコルの前記無線リンクを使用して
、第２のプロトコルの可逆の無線リンクを確立することと、
　前記ウェラブル装置によって、前記サービング装置へ情報を伝達し、前記サービング装
置において、前記可逆無線データリンクをサポートするのに必要な１つ以上の構成要素を
確立することと、
を含む方法。
［態様１３］
　態様１２に記載の方法において、
　前記可逆無線データリンクをサポートするのに必要な前記１つ以上の構成要素は、カス
タムブルートゥース・プロファイルと、ドライバと、圧縮／解凍コードとを含む、
方法。
［態様１４］
　態様１２に記載の方法において、
　第１のプロトコルの前記無線リンクは非可逆ブルートゥースリンクであり、第２のプロ
トコルの前記無線リンクは可逆ブルートゥースリンクである、
方法。
［態様１５］
　態様１４に記載の方法において、
　前記可逆ブルートゥースリンクはブルートゥースＳＰＰプロファイルに基づく、
方法。
［態様１６］
　態様１２に記載の方法において、
　第１のプロトコルの前記可逆無線リンクは、カスタムブルートゥース・プロファイルで
動作するブルートゥースリンクである、
方法。
［態様１７］
　少なくとも１つのマイクと、
　少なくとも１つのスピーカと、
　ボイス圧縮エンジンと、
　可逆無線データチャネルを介してボイスパケットを伝送するよう構成されたドライバと
、
を含むウェラブル装置。
［態様１８］
　態様１７に記載のウェラブル装置において、
　前記可逆無線データチャネルはブルートゥースＳＰＰプロファイルに基づく、
ウェラブル装置。
［態様１９］
　態様１７に記載のウェラブル装置において、
　前記ボイス圧縮エンジンは、（ｉ）サブバンドコーダ、（ｉｉ）Ｓｐｅｅｘ、および（
ｉｉｉ）ＥＴＳＩ分散音声認識のうちの１つ以上を含む、
ウェラブル装置。
［態様２０］
　態様１７に記載のヘッドセットにおいて、
　ノイズキャンセルエンジンを更に含む、
ヘッドセット。
［態様２１］
　態様２０に記載のヘッドセットにおいて、
　前記ノイズキャンセルエンジンは、２つ以上のソースからオーディオ信号を受信し、線
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形ノイズキャンセルアルゴリズムを使用して周囲ノイズを低減する、
ヘッドセット。
［態様２２］
　態様１７に記載のヘッドセットにおいて、
　カスタムブルートゥース・プロファイルおよびドライバをサービング装置に伝達して前
記サービング装置における前記可逆リンクの実施を容易にするよう構成された、コード配
備モジュールを更に含む、
ヘッドセット。
［態様２３］
　態様２２に記載のヘッドセットにおいて、
　前記コード配備モジュールは、アプレットを前記サービング装置に伝達して、前記カス
タムブルートゥース・プロファイルおよびドライバを前記サービング装置にインストール
する、
ヘッドセット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザによって装着されたウェラブル装置からサービング装置に対してインターフェー
スをとる方法であって、
　前記サービング装置と前記ウェラブル装置との間に可逆無線データリンクを確立するこ
とと、
　前記ウェラブル装置によって、前記ウェラブル装置の１つ以上のマイクからオーディオ
データを収集することと、
　前記ウェラブル装置によって、前記収集されたオーディオデータを、前記可逆無線デー
タリンクを介して前記サービング装置へ送ることと、
　前記ウェラブル装置から前記サービング装置へ情報を送り、前記サービング装置におい
て、前記可逆無線データリンクをサポートするのに必要な１つ以上の構成要素を確立する
こと
　を含み、
　前記可逆無線データリンクをサポートするのに必要な前記１つ以上の構成要素は、（ｉ
）カスタムＷＩＦＩ接続およびカスタムブルートゥース・プロファイルのうちの１つ以上
と、（ｉｉ）ドライバと、（ｉｉｉ）圧縮／解凍コードと、を含む、
方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、
　前記ウェラブル装置はヘッドセット装置である、
方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、
　前記ウェラブル装置は腕時計型装置である、
方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、
　前記サービング装置によって、前記オーディオデータに関連付けて音声認識サービスを
提供することを更に含む、
方法。
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【請求項５】
　請求項４に記載の方法において、
　前記音声認識サービスは広帯域音声処理と（ｉｉｉ）低歪み音声圧縮とを含む、
方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法において、
　前記ウェラブル装置によって、前記収集されたオーディオデータの音声圧縮を提供する
ことを更に含む、
方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法において、
　前記サービング装置は、携帯電話、スマートフォン、タブレットデバイス、ラップトッ
プコンピュータ、ノートブックコンピュータ、デスクトップコンピュータ、ネットワーク
サーバ、ウェラブルモバイル通信装置、ウェラブルモバイルコンピュータ、およびクラウ
ドベースコンピューティングエンティティのうちの１つ以上である、
方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法において、
　前記ウェラブル装置によって、前記収集されたオーディオデータに関連付けてノイズキ
ャンセルサービスを提供することを更に含む、
方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法において、
　前記可逆無線データリンクは、カスタムブルートゥース・プロファイルで動作するブル
ートゥースリンクである、
方法。
【請求項１０】
　サービング装置とウェラブル装置との間に可逆無線データリンクを確立する方法であっ
て、
　前記ウェラブル装置によって、前記ウェラブル装置と前記サービング装置との間に第１
のプロトコルの無線リンクを確立することと、
　前記ウェラブル装置によって、かつ前記第１のプロトコルの前記無線リンクを使用して
、第２のプロトコルの可逆の無線リンクを確立することと、
　前記ウェラブル装置によって、前記サービング装置へ情報を伝達し、前記サービング装
置において、前記可逆無線データリンクをサポートするのに必要な１つ以上の構成要素を
確立することと、
を含み、
　前記可逆無線データリンクをサポートするのに必要な前記１つ以上の構成要素は、カス
タムブルートゥース・プロファイルと、ドライバと、圧縮／解凍コードとを含む、
方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法において、
　第１のプロトコルの前記無線リンクは非可逆ブルートゥースリンクであり、第２のプロ
トコルの前記無線リンクは可逆ブルートゥースリンクである、
方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法において、
　前記可逆ブルートゥースリンクはブルートゥースＳＰＰプロファイルに基づく、
方法。
【請求項１３】
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　請求項１０に記載の方法において、
　第１のプロトコルの前記可逆無線リンクは、カスタムブルートゥース・プロファイルで
動作するブルートゥースリンクである、
方法。
【請求項１４】
　少なくとも１つのマイクと、
　少なくとも１つのスピーカと、
　ボイス圧縮エンジンと、
　可逆無線データチャネルを介してボイスパケットを伝送するよう構成されたドライバと
、
　カスタムブルートゥース・プロファイルおよびドライバをサービング装置に伝達して前
記サービング装置における前記可逆リンクの実施を容易にするよう構成された、コード配
備モジュールと、
を含むウェラブル装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のウェラブル装置において、
　前記可逆無線データチャネルはブルートゥースＳＰＰプロファイルに基づく、
ウェラブル装置。
【請求項１６】
　請求項１４に記載のウェラブル装置において、
　前記ボイス圧縮エンジンは、（ｉ）サブバンドコーダ、（ｉｉ）Ｓｐｅｅｘ、および（
ｉｉｉ）ＥＴＳＩ分散音声認識のうちの１つ以上を含む、
ウェラブル装置。
【請求項１７】
　請求項１４に記載のヘッドセットにおいて、
　ノイズキャンセルエンジンを更に含む、
ヘッドセット。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のヘッドセットにおいて、
　前記ノイズキャンセルエンジンは、２つ以上のソースからオーディオ信号を受信し、線
形ノイズキャンセルアルゴリズムを使用して周囲ノイズを低減する、
ヘッドセット。
【請求項１９】
　請求項１４に記載のヘッドセットにおいて、
　前記コード配備モジュールは、アプレットを前記サービング装置に伝達して、前記カス
タムブルートゥース・プロファイルおよびドライバを前記サービング装置にインストール
する、
ヘッドセット。


	header
	written-amendment

